
未来の女性たちの命を救う、比較試験にご協力ください 
30～60 歳代の日本人女性が罹るがんのトップは乳がんです。そして、最も乳がんにかかりやすい

年代は 40 歳代です。 
 
乳がん検診は現在、マンモグラフィ（乳房エックス線）検査が基本とされていますが、40 歳代の

女性には限界があることが指摘されています。超音波検査を使う診断方法も開発されていますが、

乳がん検診における有効性（死亡率を下げること）は確かめられていません。 
Ｊ－ＳＴＡＲＴでは、超音波検査を併用する検診と併用しない検診（マンモグラフィのみ）の比較

試験を実施し、超音波検査が有効かどうかを検証します。 
 
日本人女性の乳がん克服のために、ぜひ貴女もＪ－ＳＴＡＲＴにご参加ください。 
 
＊当施設は「乳がん検診における超音波検査の有効性を検証するための比較試験」の個別ランダム化試験に参加

しています 
＊個別ランダム化試験について、Ｊ－ＳＴＡＲＴホームページでもご覧いただけます（www.j-start.org） 
 
 

参加ご希望の皆様へ 

参加の条件と検診の流れをご確認ください 

参加の条件 

 申し込み時に 40 歳代の女性 
 妊娠していない方 
 授乳中でない方 
 乳がんにかかったことがない方 
 5 年以内にがんにかかっていない方 
 ペースメーカーを植え込んでいない方 
 豊胸術を受けていない方 

 
 

検診の流れ 

 参加されますと 2 回の検診（今回と 2 年後）と追跡調査にご協力いただくことになります。2
年後に 1 回目と同じ検査を受けていただきます。 

 検査は視触診+マンモグラフィ検査か、視触診+マンモグラフィ＋超音波検査のどちらかを受け

ていただきます。 どちらの検査を受けていただくかは無作為に決められます。（中央データ

センターから送られてくる封筒の中に書かれてある検査方法になります） 
 料金はどちらの検査になっても、視触診＋マンモグラフィの検査料金です。（超音波検査が併

用になった方は超音波検査の料金は無料です。） 

http://www.j-start.org/


 




